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　先週はゴールデンウィークと言う事で例会もお休みでお出かけにな

られた方も多かったと思います。震災後の初めての長期休暇と言う事

で近場の車での移動が多かったようですが、東北道では岩舟JCTから

川口JCTまでの67キロ、関越道では群馬の藤岡JCTから練馬インター

チェンジまでの78キロも渋滞したようですね。それを耐えてでも目的

地へたどり着こうとする執念はどれほどのものかと感心してしまいま

して、日本人の忍耐強さがこんなところでも発揮されたと言う事でし

ょうかね。

　さて、本日は上尾市市民部市民安全課課長の上村和男様にお越しい

ただき上尾市の防災についてお話を頂きます。　

　今回の東日本大震災では地震は広くありましたが、上尾では津波や

重度の放射能の被害に直接遭っているわけではありませんので当事者

意識と言うのは薄いと思いますが、先週、菅首相が静岡の浜岡原発停

止の発表をしまして、今日にも停止の作業に入ると報じられておりま

した。

　それによると今後30年の間に87％の確率でマグニュチュード8クラ

スの東海地震が起きると発表しておりましたが、今回の震災による政

府の対応のまずさと言うのが色々と取りざたされております。菅首相

も今までの失態を取り戻そうと躍起になって対応している所ではあり

ますが、これには阪神淡路大震災の時の轍を踏まないという思いもあ

るようです。

　この二つの震災はよく比較がされておりまして、例えば、災害時の

政権に関して言われているのが、当時は非自民政権の細川内閣が生ま

れた1年半後の村山内閣の時に震災が起きました。そして今回も民主

党政権が誕生した約1年半後に大震災が起きております。これはただ

の偶然ではありますが、弱い首相の時に大災害が起きると言う事も言

われておるようです。

　ただ、この場で根拠のない政府批判をするつもりはございませんの

で、本日のブックマークとして、逆に災害時に活躍した人の話をさせ

て頂きます。
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■大塚会長　上尾市市民安全課課長　上村和夫様卓話ありがとうござい

ます。

■島村幹事　上尾市市民安全課課長　上村様卓話ありがとうございます

■名取副会長　上村様卓話ありがとうございます。次年度委員長さん今

夜の会合よろしくお願いいたします。

■大塚直前ガバナー　卓話ありがとうございます。

■武重会員　結婚祝いありがとうございました。来週ニューオリンズの

大会に出かけます。

■神田会員　誕生月祝っていただきありがとう。

■齋藤重美会員　４月の結婚祝いありがとうございました。

岡野会員　齋藤(博)会員　村岡会員　吉川会員　竹内会員　久保田会員

宮島会員　井上(清)会員　横山会員　齋藤(哲)会員　樋口会員　

■渡邉会員　卓話ありがとうございます。

■大木会員　上村様卓話ありがとうございます。

■富永会員　上村様卓話ありがとうございます。

■尾花会員　卓話ありがとうございます。

■野瀬会員　卓話ありがとうございます。

上尾市市民安全課　課長　上村和夫様

　

　　　　卓話ありがとうございました。
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それは阪神淡路大震災の時に活躍した日銀の神戸

支店長で遠藤勝裕さんと言う方の話であります。

　この日銀神戸支店長は阪神淡路大震災が起きた

直後、自分は何をするべきかを考え、まずは日銀

神戸支店の大金庫を即座に開けてしまい、紙幣を

市場に流通させました。通常緊急災害時は大切な

紙幣が入っている大金庫は閉めるそうなのですが

、この鉄則を破り支店長判断で金庫を開け紙幣を

流通させたそうです。

　兵庫県1日分の金額が入っていたと言っていた

ようでしたから、何十億というお金だったようで

す。

　そして、震災当日のうちに金融特例措置という

5ヶ条の布告を独自の判断で出しました。これは

今回の震災でも対応されていますが通帳や印鑑が

なくても免許証などの身分証明書でお金が借りら

れるですとか、定期預金の期限前払い戻しに応ず

るですとか、汚れた紙幣は交換するとかでありま

して、それを震災の当日に大蔵省の神戸財務事務

局長の決裁をもらってやってしまいました。

また、被災地を視察しているとコインを持たない

被災者が自動販売機を蹴っているのを見かけて、

物があってもお金がないと暴動が起こると思い、

銀行協会に申し入れて、百円玉9枚と十円玉10枚

を入れた千円の袋を4千袋作り避難所に行って「

銀行協会からの義援金です」と渡し歩いたそうで

す。

　そうしたとっさの判断を自分の責任においてや

り通してしまったと言う事で、災害時にはこうい

う超法規的な判断を即座に行う事が大切だと言う

事が教訓として残っております。

　菅首相の言葉にある通り、今後いつ私たちの身

の回りで大きな災害が起きてもおかしくない状況

にありまして、本日は地元上尾市の防災について

学ばせて頂きますが、そうした行政の対応だけで

なく、民間の私たちも企業経営者として人とお金

を動かせる立場にある人間ですので、自分で判断

して即座に行動を起こすことも必要であると言う

事を申させて頂き、会長挨拶とさせて頂きます。

幹　事　報　告

地区ロータリー財団委員会　大木保司委員長

　事後報告になります

が、1月30日に皆様にご

協力頂いた。ポリオ撲

滅チャリティフェステ

ィバルの写真集とDVD

が各クラブに送られて

います。是非、皆様に見てもらえればと思います

。3月26日に塩釜に支援物資を送る作業をしまし

た。その時の写真と記事が本日配布されたガバナ

ー月信に掲載されています。5月7日に田中作治様

宛にマレーシアから支援物資が届きまして井橋ガ

バナーがお持ちの倉庫の中で頂いた支援物資の中

身を分かりやすくする梱包作業を行いました。

　私ひとりではとても肉体的にきつかったので齋

藤哲雄会員に手伝ってもらいました。ありがとう

ございました。以上、報告とさせて頂きます。

委員長報告

島村健幹事

◆第五グループの会長

　幹事会が本年は開催

　中止となりました。

　来年度は6月3日に開

　催予定です。

◆RLIのパート3が6月4　日に開催されます。パー

ト1、パート2は関口副　幹事が出席しております

◆次年度の7月2日に会員増強部門のセミナーが春

　日部で開催されます。

◆新入会員の古賀会員と宮島会員の歓迎会を6月2

　日の18:30から行います。

◆本日、理事会がございます。
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卓話

上尾市市民安全課課長　上村和夫様

　みなさんこんにちは

、上尾市市民安全課の

上村を申します。上尾

市の防災について本日

お話させていただきま

す。

　本日、配布した資料は市のホームページにも掲

載されております。

　上尾市ではハザードマップを作成しており被害

予想の資料も作成しています。

　上尾市の浸水想定地域ですが、上尾市内を流れ

る川は荒川、江川、鴨川、芝川、原市沼川、綾瀬

川があります。仮に200年に1回程度の大雨が発生

し氾濫が起こった場合、考えられるケースは低地

になる蓮田市や伊奈町の境の一部において浸水深

2～5mに達すると予想しています。

　上尾市の地震被害想定ですが、上尾市に被害を

もたらすと予想される地震は綾瀬川断層による地

震と県の調査で報告されています。

　考えられる最大震度で6.9でこれが発生した場合

は避難者数21,031人が出ると予想しています。

　この数字を元に上尾市では避難備蓄品を計画的

に備蓄しています。

　災害が起きたときの動員配備計画ですが、震度

4以上の地震が発生又は「東海地震注意情報」、

「東海地震警戒宣言」が発令された場合は、災害

応急対策を迅速かつ協力に推進するため、災害対

策本部等の組織に必要な職員を配備して、その活

動体制に万全を期すように動きます。

　上尾市の備蓄倉庫には災害時に必要な食料品、

日用品、応急資機材、防災用資機材を備蓄してい

ます。

　ほとんどが上平公園の野球スタンドの下に備蓄

されています。

　また余裕教室をお借りして市内の6ヶ所の小学

校に毛布、簡易トイレを備蓄しています。

その他の備蓄倉庫では簡易倉庫として上尾市の小

・中学校の校庭に倉庫を設置し備蓄しています。

　上平公園内倉庫にある主なものは食料（アルフ

ァ米、おかゆ、ソフトパン、クラッカー、乾パン

、飲料水）生活用品（毛布、下着セット、大人・

子供用おむつ、ベット担架、寝袋など）資機材（

発電機、調理器、移動式炊飯器、浄水器、給水装

置、エアーテント、簡易ベットなど）を備蓄して

います。数字に表しますと食料は21,480食分、飲

料水は15,288リットル確保しています。

　目標としては3日間なんとか市民に皆様の食料

を確保するよう努めています。

　この3日間というのは県外からの支援物資が届

く事を想定して3日間を目標としています。上尾

市では防災無線を用意しております。

　普段はチャイムを鳴らしていて緊急時には防災

無線に変わります。この無線は市内に126ヶ所に

設置しております。

　また、避難場所についてですが、皆様の住んで

いる近所を小・中学校が避難場所になっておりま

す。災害時相互応援協定のご紹介をしたいと思い

ます。長野県上田市、群馬県片品村、群馬県藤岡

市と協定を結んでいます。

　現在でも片品村では東北地方の避難者を受け入

れているところです。片品村には民宿やホテルが

たくさんございます。

　上尾市自主防災組織ですが、昨年度に自主防災

組織が全て設立され100%となりました。以上でお

おまかですが上尾市の防災についてのお話させて

頂きました。

　ちなみに東日本大震災での上尾市の被害状況で

すが、瓦の落下が323件確認しています。タイル

・ブロックの破損45ヶ所ありました。

　そして、市内の3万6千世帯が停電しました。今

回の地震で上尾市も被害を受け今後どういう対応

をしなければいけないのかと考えています。

　本日は貴重なお時間を頂きありがとうございま

した。


